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７
月
２８
日
午
後
４
時
２７
分

頃
、
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震

源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、

同
県
宇
城
市
と
氷
川
町
で
震

度
７
の
揺
れ
を
観
測
し
た
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
震
源

の
深
さ
は
１６
㎞
、
地
震
の
規

模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

１
（
暫
定
値
）
と
な
っ
て
い

る
。
１６
年
の
熊
本
地
震
か
ら

１０
年
、
復
興
が
進
ん
で
き
た

矢
先
の
被
災
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
政
府
は
８
月
７
日
、

激
甚
災
害
に
指
定
し
た
。

真
夏
の
猛
暑
の
中
、
懸
命

な
復
旧
作
業
が
続
い
て
い

る
。
全
国
か
ら
の
支
援
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
援
助

も
あ
り
、
助
け
合
い
、
励
ま

し
あ
い
な
が
ら
被
災
さ
れ
た

方
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
る
。

【
８
月
１２
日
現
在
の
状
況
】

内
閣
府
に
よ
る
と
、
人
的

被
害
と
し
て
死
者
３９
名
、
負

傷
者
３
５
７
名
。
住
家
被
害

は
、全
壊
が
１
２
５
２
棟
、半

壊
が
１
０
４
６
棟
で
、
一
部

損
壊
を
合
わ
せ
た
合
計
が
１

万
１
２
４
０
棟
に
の
ぼ
る
。

避
難
所
の
数
が
８３
ヵ
所

で
、
避
難
者
数
は
３
６
４
６

名
と
な
っ
て
い
る
（
最
大
時

は
９
９
３
１
人
）
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
状
況
と

し
て
、
水
道
は
約
２
万
９
２

０
０
戸
が
断
水
中
で
、
応
急

給
水
を
順
次
実
施
し
て
い

る
。
復
旧
に
つ
い
て
は
、
８

月
末
の
断
水
解
消
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
電
力
は

復
旧
し
て
い
る
が
、
都
市
ガ

ス
は
八
代
市
で
１
３
１
７
戸

が
停
止
中
。

【
農
業
被
害
】

熊
本
県
が
８
月
１１
日
に
発

表
し
た
熊
本
地
震
に
お
け
る

農
業
関
係
の
被
害
額
は
、
速

報
値
で
３
４
０
億
円
と
な
っ

て
い
る
。

被
害
の
内
訳
は
、
農
作
物

が
３
億
５
０
０
０
万
円
、
農

業
用
機
械
や
ハ
ウ
ス
施
設
な

ど
が
１
０
３
億
８
０
０
０
万

円
、
農
地
や
農
道
・
用
水
路

な
ど
の
施
設
が
１
８
９
億
６

０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

農
産
物
は
、
梨
の
落
下
の

被
害
が
約
３
億
４
５
０
０
万

円
で
被
害
面
積
が
７６
ha
に
及

ぶ
。
生
乳
の
廃
棄
が
１
・
７

ｔ
で
被
害
額
は
２１
万
円
。
水

の
供
給
不
足
に
よ
る
ト
マ
ト

な
ど
の
作
物
被
害
に
つ
い
て

も
調
査
し
て
い
る
。

２４
年
に
改
正
さ
れ
た
食
料

・
農
業
・
農
村
基
本
法
で
は
、

少
な
く
と
も
年
１
回
は
、
基

本
計
画
で
掲
げ
た
目
標
・
Ｋ

Ｐ
Ｉ（
重
要
度
達
成
度
指
標
）

の
達
成
状
況
を
検
証
す
る
と

規
定
し
て
い
る
。

農
水
省
は
、
６
月
２６
日
と

７
月
２４
日
に
食
料
・
農
業
・
農

村
政
策
審
議
会
企
画
部
会
を

開
催
し
、検
証
を
開
始
し
た
。

《
合
理
的
な
価
格
形
成
》

基
本
計
画
で
は
様
々
な
Ｋ

Ｐ
Ｉ
が
あ
り
、
合
理
的
な
価

格
形
成
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
、

「
農
業
・
食
料
関
連
産
業
の

国
内
生
産
額
」
を
採
用
し
て

い
る
。
２２
年
の
１
１
４
・
２

兆
円
か
ら
、
２４
年
は
１
２
０

・
７
兆
円
と
伸
び
て
い
る
。

目
標
は
３０
年
に
１
５
０
兆

円
。ま
た
、検
証
と
し
て
表
の

よ
う
な
分
析
を
し
て
い
る
。

各
委
員
の
意
見
と
し
て

は
、
「
コ
ス
ト
指
標
の
整
備

が
進
ん
で
き
て
い
る
の
は
評

価
で
き
る
が
、
価
格
転
嫁
が

進
ん
で
い
な
い
点
は
課
題
」、

「
や
は
り
、
品
目
ご
と
に
検

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

露
地
野
菜
の
よ
う
に
輸
入
品

と
競
合
す
る
品
目
は
な
か
な

か
単
価
が
上
が
ら
な
い
」
、

「
検
証
に
当
た
っ
て
は
、
消

費
者
自
身
が
そ
の
役
割
を
理

解
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
が
必
要
」
な
ど
の
意
見

が
出
た
。

中
嶋
企
画
部
会
長
か
ら

は
、
「
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
さ
ら
に
要

因
分
解
す
る
か
、
別
の
指
標

を
作
成
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
考

え
が
示
さ
れ
た
。

熊
本
地
震
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
、
そ

の
ご
家
族
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
開
拓
中
央
三
団
体
役
職
員
一
同
、
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

全
開
連
と
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー

ト
㈱
は
７
月
１６
日
、
熊
本
県

錦
町
の
工
場
内
で
、中
東（
Ｕ

Ａ
Ｅ
）
向
け
ハ
ラ
ー
ル
牛
肉

の
輸
出
再
開
を
祝
い
、
出
発

式
を
開
催
し
た
。

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
は
、

２０
年
７
月
の
熊
本
豪
雨
災
害

で
操
業
不
能
と
な
り
、
２３
年

９
月
に
移
転
し
た
。
以
前
よ

り
中
東
や
東
南
ア
ジ
ア
各
国

か
ら
ハ
ラ
ー
ル
認
証
を
受
け

て
い
た
が
、
新
工
場
と
な
っ

て
改
め
て
認
証
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
新
工

場
は
ハ
ラ
ー
ル
の
国
内
認
証

は
既
に
受
け
て
い
た
が
、
相

手
先
各
国
と
の
交
渉
が
難
航

し
、
タ
イ
、
香
港
に
続
き
よ

う
や
く
今
年
５
月
に
Ｕ
Ａ

Ｅ
、
カ
タ
ー
ル
、
バ
ー
レ
ー

ン
と
、７
月
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
計
７
ヵ
国
の

認
証
を
受
け
た
。

今
回
、
６
年
ぶ
り
に
ゼ
ン

カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
か
ら
の
Ｕ
Ａ

Ｅ
向
け
ハ
ラ
ー
ル
牛
の
輸
出

再
開
と
な
っ
た
。

挨
拶
で
全
開
連
の
新
津
会

長
は
「
新
し
い
開
拓
ハ
ラ
ー

ル
牛
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
さ
ら
に
高
め
て
、
世
界

の
市
場
に
そ
の
存
在
感
を
示

し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

今
後
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ

ア
の
国
々
へ
の
輸
出
を
目
指

し
て
い
く
。

な
お
、
今
年
の
７
月
２８
日

に
起
き
た
熊
本
地
震
に
よ
る

工
場
の
被
害
は
少
な
く
、
現

在
も
稼
働
し
て
い
る
。

「
閑
さ
や
岩
に
し
み
入
る

蝉
の
声
」
と
い
う
一
句
は
誰

も
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

「
奥
の
細
道
」
で
松
尾
芭
蕉

が
こ
の
一
句
を
詠
ん
だ
地
と

し
て
知
ら
れ
る
の
が
山
形
市

の
山
寺
（
宝
珠
山
立
石
寺
・

８
６
０
年
円
仁
に
よ
り
創

建
）
で
あ
る
。

千
段
ほ
ど
の
石
段
を
１
時

間
近
く
か
け
て
登
る
と
、
断

崖
に
建
て
ら
れ
た
お
堂
が
あ

る
。
こ
こ
か
ら
は
、
門
前
町

や
田
園
風
景
な
ど
、
山
寺
随

一
の
絶
景
を
一
望
で
き
る
。

山
形
県
の
戦
後
開
拓
史
に
よ

る
と
、
周
辺
に
は
複
数
の
開

拓
地
が
存
在
し
て
い
る
。

山
寺
で
は
蝉
の
声
が
鳴
り

響
き
、
燦
々
た
る
陽
光
が
降

り
注
い
で
お
り
、
夏
の
盛
り

を
感
じ
ら
れ
た
。

蝉の声鳴り響く「山寺」と開拓地・山形

猛暑の中で懸命な復旧作業猛暑の中で懸命な復旧作業

令和８年熊本地震 震度７令和８年熊本地震 震度７

右が開山堂、中が納経堂。左下は五大堂からの景観

全
日
本
開
拓
者
連
盟

全
国
開
拓
農
業
協
同
組
合
連
合
会

（
公
社
）
全
国
開
拓
振
興
協
会

合
理
的
な
価
格
形
成
等
の
検
証
開
始

中
東
向
け
輸
出
再
開

基
本
計
画
目
標
達
成
状
況
の
把
握
へ

ハ
ラ
ー
ル
牛
肉
を
Ｕ
Ａ
Ｅ
へ

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
・
全
開
連

・「食料・農業知っておきたい話」－１５８－（２面）
・農業物価指数（２０年を基準） （３面）
・ゆうき青森農協畜産共進会 （４面）
・外来種ドクニンジンを食べる蛾 （５面）
・乳中脂肪酸組成が受胎率に相関 （６面）
・交雑種牛飼養管理の要点① （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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（
一
社
）
全
国
畜
産
配
合

飼
料
価
格
安
定
基
金（
以
下
、

畜
産
基
金
）
は
７
月
２４
日
、

２６
年
度
第
１
四
半
期
（
４
〜

６
月
）
に
係
る
配
合
飼
料
価

格
差
補
填
金
（
通
常
価
格
差

補
填
金
）
２
９
５
０
円
／
ｔ

を
交
付
す
る
と
発
表
し
た
。

こ
れ
は
、
２５
年
度
第
４
四
半

期
に
続
く
２
期
連
続
で
の
発

動
と
な
る
。

畜
産
基
金
の
補
填
交
付
条

件
は
、
平
均
輸
入
原
料
価
格

（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
マ
イ
ロ

・
大
豆
粕
・
大
麦
・
小
麦
の

平
均
輸
入
原
料
価
格
）
が
基

準
輸
入
原
料
価
格
（
直
近
１

年
間
の
平
均
輸
入
原
料
価

格
）
を
上
回
っ
た
場
合
と
な

る
（
表
参
照
）
。

同
期
は
、
基
準
輸
入
原
料

価
格
の
４
万
２
９
２
８
円
／

ｔ
に
対
し
、
平
均
輸
入
原
料

価
格
が
４
万
５
９
２
０
円
／

ｔ
と
、
２
９
９
２
円
上
回
っ

て
の
発
動
と
な
っ
た
。

平
均
輸
入
原
料
価
格
は
、

２５
年
度
第
１
四
半
期
か
ら
３

期
連
続
で
下
降
し
て
い
た
た

め
、
補
填
金
の
交
付
は
な
か

っ
た
が
、
第
４
四
半
期
に
な

る
と
一
転
、
前
期
よ
り
３
６

１
６
円
の
値
上
が
り
と
な

り
、
１
７
５
０
円
の
補
填
金

交
付
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
中
東
情
勢
が
非

常
に
不
安
定
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
、
輸
入
飼
料

原
料
相
場
も
不
安
定
と
な
っ

て
い
る
こ
と
と
、
為
替
相
場

の
円
安
が
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

２６
年
度
第
２
四
半
期
に
つ

い
て
も
、
配
合
飼
料
価
格
が

３
７
０
０
円
／
ｔ
平
均
の
値

上
が
り
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
同
期
も
補
填
金
の
交
付

が
予
想
さ
れ
る
。

◎
緊
急
事
態

生
産
者
米
価
が
急
落
し
始

め
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
以
外
の
業

者
の
米
価
が
大
幅
に
下
が
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
Ｊ
Ａ
の

概
算
金
も
昨
年
か
ら
大
幅
な

引
き
下
げ
基
調
が
み
ら
れ

る
。
一
層
の
コ
ス
ト
高
で
、

大
規
模
層
で
も
２
万
５
０
０

０
円
／
６０
㎏
は
な
い
と
苦
し

い
現
状
で
、
こ
の
水
準
の
米

価
が
大
勢
を
占
め
る
と
、
日

本
の
大
多
数
の
稲
作
農
家
が

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
。

農
家
消
滅
＝
農
協
・
業
界

消
滅
＝
消
費
者
の
食
料
消
滅

だ
。
Ｊ
Ａ
も「
運
命
共
同
体
」

と
し
て
踏
ん
張
っ
て
ほ
し

い
。
政
府
も
今
動
か
な
い
と

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と

に
な
る
。
備
蓄
米
の
補
充
と

コ
ス
ト
割
れ
補
填
が
急
務

だ
。◎

「
米
不
足
」
か
ら
「
米

余
り
」
に

〜
遅
れ
た
備
蓄
米
放
出

急
速
な
「
米
余
り
」
と
な

り
、
「
米
不
足
」
を
強
調
し

た
人
は
間
違
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
、
と
の
指
摘
も
あ

る
が
、
そ
の
指
摘
は
的
外
れ

だ
。
経
緯
を
も
う
一
度
、
確

認
し
て
お
こ
う
。

米
騒
動
の
要
因
は
、
①
単

純
に
１０
万
ｔ
の
毎
年
の
消
費

減
を
想
定
し
て
１０
万
ｔ
生
産

を
減
ら
せ
と
い
う
ギ
リ
ギ
リ

の
生
産
調
整
が
、
猛
暑
で
の

生
産
の
減
り
過
ぎ
を
招
き
、

②
水
田
畑
地
化
政
策
（
水
田

を
潰
せ
ば
一
時
金
を
支
払

う
）
、
③
コ
ス
ト
高
で
も
続

い
た
米
価
下
落
に
よ
る
農
家

の
疲
弊
、
④
小
麦
な
ど
の
値

上
が
り
か
ら
米
へ
の
需
要
の

シ
フ
ト
、
な
ど
だ
っ
た
。

米
は
足
り
て
い
る
と
し
て

備
蓄
米
放
出
が
遅
れ
、
２５
年

も
不
作
と
の
予
想
か
ら
、
２５

年
春
先
の「
茶
田
買
い
」（
田

植
え
前
か
ら
の
高
値
契
約
）

に
始
ま
る
米
争
奪
の
集
荷
競

争
が
過
熱
し
、
米
価
高
騰
が

増
幅
さ
れ
た
。

結
果
的
に
は
、
❶
飼
料
米

な
ど
が
主
食
米
生
産
に
移
っ

て
２５
年
産
米
は
増
加
し
、
❷

放
出
が
遅
れ
た
備
蓄
米
が
市

場
に
残
り
、
❸
輸
入
米
が
前

年
比
９５
倍
に
も
急
増
し
、
❹

高
騰
に
よ
る
米
離
れ
が
重
な

り
、
民
間
の
米
在
庫
が
急
増

し
た
。

高
値
で
買
付
け
た
米
は
安

く
売
れ
な
い
と
い
う
、
集
荷

・
卸
業
界
の
我
慢
比
べ
も
限

界
に
な
り
、
２５
年
産
の
換
金

が
で
き
な
い
と
融
資
返
済
で

き
ず
、
新
た
な
融
資
が
受
け

ら
れ
ず
、
２６
年
産
の
買
入
れ

が
で
き
な
い
た
め
、
大
幅
な

損
切
り
で
も
売
ら
ざ
る
を
得

ず
、
米
価
が
大
幅
下
落
の
可

能
性
が
出
て
き
た
。

◎
昨
年
の
半
値
に
な
っ
て

き
た
米
価

食
料
シ
ス
テ
ム
法
の
施
行

に
伴
い
、
米
の
コ
ス
ト
指
標

が
２
万
５
０
０
円
／
６０
㎏
と

出
さ
れ
、
政
府
の
新
米
の
備

蓄
用
米
の
入
札
も
、
そ
の
価

格
が
目
安
と
な
っ
た
。
２５
年

産
の
生
産
者
価
格
の
３
万
円

強
と
比
較
し
た
ら
相
当
に
低

い
が
、
何
と
か
約
２
万
円
水

準
で
２６
年
産
米
の
産
地
の
取

引
価
格
が
踏
み
と
ど
ま
れ
れ

ば
、
と
い
う
の
が
米
の
生
産

・
流
通
業
界
の
期
待
だ
っ
た

が
、
す
で
に
、
現
場
で
は
、

２
万
円
を
割
り
込
む
米
価
が

増
え
て
き
て
い
る
。

表
の
と
お
り
、
西
日
本
の

Ｊ
Ａ
の
概
算
金
は
、
昨
年
の

半
分
近
く
ま
で
急
落
し
て
お

り
、
さ
ら
に
、
千
葉
県
の
概

算
金
が
１
万
８
０
０
０
円
、

熊
本
県
が
２
万
７
０
０
円
、

三
重
県
も
１
万
５
０
０
０
円

前
後
と
発
表
さ
れ
た
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
で

生
産
コ
ス
ト
が
さ
ら
に
高
騰

し
、
大
規
模
層
で
も
２
万
５

０
０
０
円
は
な
い
と
苦
し
い

現
状
で
、
こ
の
水
準
の
米
価

が
広
が
っ
た
ら
、
中
小
規
模

の
稲
作
農
家
だ
け
で
な
く
、

相
当
程
度
の
大
規
模
農
家
も

赤
字
に
陥
り
、
日
本
中
で
稲

作
農
家
の
経
営
継
続
が
困
難

な
事
態
と
な
る
。

生
産
者
米
価
と
小
売
米
価

と
の
関
係
は
、
お
お
よ
そ
、

と
概
算
で
き
る
の
で
、
１
・

５
万
円
に
近
づ
く
と
、
小
売

米
価
は
３
０
０
０
円
／
５
㎏

を
切
り
、
消
費
者
は
買
い
や

す
い
価
格
に
な
る
が
、
イ
ラ

ン
戦
争
に
よ
る
一
層
の
コ
ス

ト
高
で
の
米
価
下
落
で
廃
業

農
家
が
続
出
し
か
ね
な
い
。

そ
れ
は
、
再
び
コ
メ
騒
動
に

つ
な
が
り
、
慢
性
的
な
コ
メ

不
足
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

◎
備
蓄
米
の
補
充

市
場
に
出
さ
れ
た
備
蓄
米

の
買
戻
し
に
つ
い
て
は
、「
米

価
高
騰
を
画
策
す
る
の
か
」

と
の
批
判
が
あ
る
が
、
そ
れ

は
間
違
い
だ
。
１５
日
分
し
か

な
い
政
府
の
米
備
蓄
を
回
復

す
る
の
は
食
料
安
全
保
障
上

も
急
が
れ
る
べ
き
だ
し
、
極

端
な
米
価
暴
落
は
回
避
す
る

必
要
が
あ
る
。
米
農
家
が
激

減
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
国
民

の
食
べ
る
米
が
消
え
て
し
ま

う
。
消
費
者
は
米
価
下
落
に

よ
る
短
期
的
な
利
益
に
ば
か

り
目
を
奪
わ
れ
る
と
、
中
長

期
的
に
自
分
達
の
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

に
気
付
く
必
要
が
あ
る
。

◎
急
が
れ
る
財
政
出
動

所
得
減
で
苦
し
む
消
費
者

の
適
正
米
価
が
２
５
０
０
円

前
後
で
、
コ
ス
ト
高
で
苦
し

む
農
家
に
必
要
な
米
価
は
少

な
く
と
も
３
５
０
０
円
程
度

と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
関
係
者

の
支
え
合
い
で
埋
め
る
の
に

は
限
界
が
あ
る
。い
ま
こ
そ
、

そ
の
約
１
０
０
０
円
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
る
財
政
出
動
が

急
が
れ
る
。
早
く
し
な
い
と

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
事
態

が
進
行
し
か
ね
な
い
。

◎「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」

で
な
く
「
生
産
に
応
じ
て
需

要
を
創
出
」

そ
し
て
、認
識
す
べ
き
は
、

生
産
で
調
整
す
る
の
は
限
界

が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
チ

グ
ハ
グ
に
な
り
米
価
の
乱
高

下
で
農
家
も
消
費
者
も
疲
弊

す
る
。
「
需
要
に
応
じ
た
生

産
」
で
は
な
く
「
生
産
に
応

じ
て
需
要
を
創
出
」
し
な
く

て
は
、
縮
小
均
衡
で
市
場
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

何
を
ど
れ
だ
け
作
付
け
す

る
か
は
農
家
の
自
由
に
任
せ

て
、需
給
に
余
裕
を
持
た
せ
、

備
蓄
米
の
機
動
的
運
用
で
需

給
と
価
格
の
安
定
を
図
り
つ

つ
、
農
家
の
コ
ス
ト
割
れ
を

補
填
し
て
消
費
者
は
安
く
買

え
、
農
家
は
所
得
確
保
し
て

増
産
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

食
料
危
機
に
耐
え
ら
れ
る

米
備
蓄
積
み
増
し
は「
国
防
」

上
の
需
要
だ
し
、
輸
入
小
麦

や
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
米

で
代
替
す
る
需
要
創
出
に
も

積
極
財
政
が
不
可
欠
だ
。

前
回
も
述
べ
た
と
お
り
、

特
に
酪
農
こ
そ
、
生
産
で
調

整
す
る
の
は
限
界
が
あ
る
。

牛
は
水
道
の
蛇
口
で
は
な

い
。
酪
農
家
の
自
由
な
生
産

で
需
給
に
余
裕
を
持
た
せ
、

バ
タ
ー
、
脱
脂
粉
乳
の
国
の

備
蓄
を
復
活
し
、
機
動
的
運

用
で
需
給
安
定
を
図
り
、
酪

農
家
の
コ
ス
ト
割
れ
を
補
填

し
て
消
費
者
は
安
く
買
え
、

酪
農
家
は
所
得
確
保
し
て
増

産
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や

子
供
食
堂
へ
の
提
供
な
ど
内

外
援
助
に
も
活
用
し
、
輸
入

チ
ー
ズ
を
国
産
で
代
替
す
る

需
要
創
出
に
も
積
極
財
政
が

不
可
欠
だ
。

食
料
自
給
率
が
低
い
と
い

う
こ
と
は
「
国
産
に
過
剰
は

存
在
し
な
い
」
、「
国
産
は
足

り
て
い
な
い
」の
だ
。だ
か
ら

加
速
し
て
い
る
農
家
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
増
産
し

て
輸
入
を
国
産
で
置
き
換
え

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

食
料
危
機
の
リ
ス
ク
が
間
違

い
な
く
高
ま
っ
て
い
る
と
き

に
、
米
も
酪
農
も
生
産
抑
制

し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

時
間
の
ズ
レ
が
生
じ
て
チ

グ
ハ
グ
に
な
り
、
過
剰
と
不

足
を
増
幅
し
、
農
家
も
業
界

も
疲
弊
し
て
き
た
。

総
務
省
は
７
月
２９
日
、
住

民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
２６
年

１
月
１
日
現
在
の
人
口
を
発

表
し
た
。

日
本
人
の
人
口
は
１
億
１

９
７
４
万
人
で
、
前
年
よ
り

約
９２
万
人
（
０
・
７６
％
）
の

減
少
と
な
っ
た
（
図
１
）
。

０９
年
の
１
億
２
７
０
８
万
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い
て

お
り
、
１７
年
連
続
の
減
。
減

少
数
は
過
去
最
多
と
な
っ

た
。出

生
者
数
も
減
少
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
同
年
は
６７
万

人
と
、
調
査
開
始
（
７９
年
）

以
降
最
少
と
な
っ
た
。

反
対
に
、
死
亡
者
数
は
１

５
９
万
人
と
、
０５
年
に
逆
転

し
て
以
来
、
常
に
死
亡
者
数

が
出
生
者
数
を
上
回
っ
て
い

る
（
図
２
）
。

日
本
人
の
人
口
を
都
道
府

県
別
に
見
る
と
、
東
京
都
以

外
の
４６
道
府
県
は
全
て
減
少

し
て
い
る
。

一
方
、外
国
人
の
人
口
は
、

コ
ロ
ナ
禍
後
の
２３
年
以
降
増

加
し
て
お
り
、
２６
年
は
約
４

０
３
万
人
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
よ
り
３５
万
人
（
９
・
６

％
）
の
増
加
と
な
っ
た
。

配
合
基
金
第
１
四
半
期
２
９
５
０
円

日
本
人
の
人
口
９２
万
人
減

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

中
東
情
勢
・
円
安
等
で
２
期
連
続
発
動

総
務
省

外
国
人
は
３５
万
人
増

（総務省の資料を基に作成）

東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏
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農
水
省
が
７
月
３１

日
に
公
表
し
た
「
農

業
物
価
指
数
（
２６
年

６
月
）」に
よ
る
と
、

農
業
生
産
資
材
価
格

指
数
（
２０
年
の
価
格

を
基
準
値
の
１
０
０

と
す
る
）
の
う
ち
、

畜
産
の
飼
料
の
価
格

指
数
は
１
４
４
・
８

で
、
実
に
、
２２
年
４

月
か
ら
４
年
以
上
に

わ
た
っ
て
１
３
５
を

超
え
た
動
き
と
な
っ

て
い
る
（
図
１
）
。

飼
料
の
価
格
指
数

は
、
２５
年
か
ら
緩
や

か
に
下
降
傾
向
と
な

っ
て
い
た
が
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
再
び

上
昇
に
転
じ
て
お
り
、
１
４

０
を
超
え
て
の
動
き
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
７
〜
９
月

の
配
合
価
格
も
３
０
０
０
円

／
ｔ
以
上
の
値
上
げ
と
な
っ

て
お
り
、
指
数
も
更
に
上
昇

す
る
こ
と
と
な
る
。

農
業
生
産
資
材
総
合
の
指

数
で
も
、
２５
年
８
月
か
ら
上

昇
し
続
け
て
お
り
、
今
年
６

月
は
１
３
１
・
５
で（
図
２
）、

前
年
同
月
比
で
は
、
素
畜
費

や
光
熱
動
力
、
肥
料
や
農
薬

代
等
、
多
く
が
上
昇
し
た
た

め
、７
・
７
㌽
も
上
昇
し
た
。

対
し
て
、
農
産
物
価
格
指

数
の
う
ち
、
畜
産
の
枝
肉
価

格
に
つ
い
て
見
る
と
、
肉
用

牛
交
雑
種
価
格
指
数
は
２６
年

に
入
っ
て
上
昇
傾
向
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
同
月
比
１７
㌽

上
昇
の
１
２
６
・
９
と
な
っ

た
（
図
３
）
。
し
か
し
そ
れ

で
も
、
農
業
生
産
資
材
指
数

よ
り
低
い
推
移
と
な
っ
て
お

り
、
飼
料
価
格
指
数
に
は
遠

く
及
ば
な
い
。

枝
肉
価
格
が
堅
調
な
肉
豚

で
も
、
指
数
が
１
３
０
を
超

え
た
の
は
例
年
４
〜
９
月
に

限
ら
れ
て
お
り
（
図
４
）
、

飼
料
の
指
数
高
騰
に
は
追
い

付
け
な
い
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
配
合

飼
料
価
格
が
上
昇
し
て
き
た

た
め
、
配
合
基
金
補
填
金
が

発
動
さ
れ
て
お
り
、
７
〜
９

月
も
値
上
が
り
す
る
こ
と
か

ら
、補
填
金
も
続
く
見
込
み
。

し
か
し
、
中
東
情
勢
悪
化

な
ど
世
界
情
勢
が
混
沌
と
し

て
い
る
中
、
飼
料
価
格
が
高

止
ま
れ
ば
、
基
金
の
発
動
も

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

配
合
基
金
制
度
の
改
革

も
、
販
売
価
格
の
形
成
も
、

今
す
ぐ
に
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、重
要
な
課
題
だ
。

農
水
省
は
８
月
４
日
、
２６

年
上
半
期
（
１
〜
６
月
）
に

お
け
る
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
実
績
に
つ
い
て
公
表

し
た
。
農
産
物
（
加
工
食
品

含
む
）
輸
出
額
は
前
年
同
期

比
８
・
５
％
増
の
５
６
７
４

億
円
と
な
っ
た
（
表
）
。

品
目
別
で
は
、
牛
肉
、
米
、

リ
ン
ゴ
、
緑
茶
な
ど
多
く
の

品
目
が
、
上
半
期
の
輸
出
額

と
し
て
過
去
最
高
を
記
録
し

た
。
日
本
食
へ
の
関
心
の
高

ま
り
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
る
日
本
食
・
日
本
産
品
の

認
知
度
向
上
、
健
康
志
向
の

高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
取
扱
い
量
の
拡
大

や
、
新
規
の
獲
得
な
ど
が
増

加
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

畜
産
で
は
、
牛
肉
が
同
１３

・
４
％
増
の
３
６
９
億
円
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
台
湾
、

タ
イ
向
け
の
既
存
商
流
が
拡

大
し
た
こ
と
や
、
新
規
商
流

の
開
拓
に
よ
る
需
要
増
加
と

み
ら
れ
る
。

豚
肉
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
ア

フ
リ
カ
豚
熱
の
発
生
や
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
等
の
国
産

豚
肉
価
格
の
高
騰
に
よ
り
需

要
が
増
え
、
今
期
は
同
１４
・

９
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

緑
茶
は
、
増
加
率
が
一
番

大
き
く
、
同
８３
・
５
％
増
の

４
８
３
億
円
と
、
大
き
な
伸

び
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
欧

米
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
向
け
が
、

ラ
テ
や
ス
イ
ー
ツ
等
の
食
品

原
料
と
し
て
、
抹
茶
を
含
む

粉
末
状
茶
を
中
心
に
増
加
し

た
と
み
ら
れ
る
。

米
も
日
本
食
へ
の
人
気
や

単
価
上
昇
に
よ
り
同
１１
・
６

％
増
の
７６
億
円
と
な
っ
た
。

果
実
で
は
、
リ
ン
ゴ
が
同

３９
・
６
％
増
と
、
大
き
く
伸

ば
し
、
台
湾
向
け
春
節
用
と

し
て
多
く
出
荷
さ
れ
た
。

農
林
水
産
物
・
食
品
全
体

（
少
額
貨
物
を
含
む
）
と
し

て
は
、
同
１０
・
９
％
増
の
８

９
７
７
億
円
と
な
っ
た
。
主

要
輸
出
先
の
全
て
が
対
前
年

同
期
比
で
プ
ラ
ス
と
な
り
、

そ
の
多
く
が
上
半
期
の
輸
出

額
と
し
て
過
去
最
高
を
記
録

し
た
。

国
・
地
域
別
の
輸
出
額
で

は
、
前
年
と
同
じ
く
、
米
国

が
同
１５
・
３
％
増
の
１
６
２

６
億
円
と
最
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
は
、
同
２０
％
以
上
の
大

き
な
増
加
と
な
っ
た
。
今
後

の
状
況
が
注
目
さ
れ
る
。 か

ん

ら

群
馬
県
北
軽
井
沢
の
甘
楽

開
拓
は
、
浅
間
山
の
北
麓
に

位
置
し
、
標
高
１
０
０
０
ｍ

の
高
冷
地
で
、
火
山
灰
土
の

酸
性
土
壌
と
な
っ
て
い
る
。

１
９
３
７
年
、
群
馬
県
南

西
地
域
の
甘
楽
郡
の
人
た
ち

を
中
心
に
満
州
開
拓
に
参
加

し（
九
道
溝
甘
楽
開
拓
団
）、

終
戦
時
に
は
６
０
０
人
の
大

集
団
と
な
っ
て
い
た
。

終
戦
直
後
か
ら
帰
国
す
る

ま
で
、
実
に
苦
し
い
状
況
で

あ
っ
た
が
、
同
開
拓
団
は
、

武
器
を
手
放
し
た
こ
と
、
家

財
を
現
地
民
に
進
ん
で
渡
し

た
こ
と
、
元
々
現
地
民
と
親

し
く
、
開
拓
地
に
留
ま
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
他
団
よ

り
比
較
的
被
害
が
少
な
く
、

１
年
で
帰
国
で
き
た
。

故
郷
に
帰
っ
て
も
困
窮
は

続
き
、
４８
年
か
ら
北
軽
井
沢

に
新
た
な
甘
楽
開
拓
就
農
組

合
と
し
て
入
植
し
た
（
２８

戸
）
。

北
軽
井
沢
に
は
大
屋
原
開

拓
、
北
軽
井
沢
開
拓
が
先
に

入
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地

区
を
避
け
て
入
植
地
を
選
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
住
居

は
熊
笹
な
ど
で
の
掘
立
小
屋

で
、
冬
に
は
朝
起
き
た
ら
布

団
が
雪
で
真
っ
白
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

北
軽
井
沢
農
協
が
４８
年
に

設
立
さ
れ
、
甘
楽
開
拓
就
農

組
合
か
ら
も
役
員
が
選
出
さ

れ
た
。
北
軽
井
沢
開
拓
の
二

大
営
農
支
柱
は
酪
農
と
野
菜

と
な
り
、
紆
余
曲
折
あ
り
な

が
ら
も
伸
び
て
い
っ
た
。

キ
テ
ィ
台
風
（
４９
年
）
や

二
年
連
続
の
凍
霜
害
な
ど
の

自
然
災
害
に
立
ち
向
か
い
、

ま
た
、
再
三
の
火
事
に
も
屈

す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
地
を

発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

こ
れ
は
、
満
州
時
代
か
ら

の
開
拓
者
相
互
の
助
け
合
い

の
精
神
と
、
新
し
い
第
二
の

村
造
り
に
打
ち
込
ん
だ
不
撓

不
屈
の
心
意
気
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

満
州
開
拓
記
念
碑
、
開
拓

者
供
養
塔
に
並
び
、
７９
年
に

甘
楽
入
植
３０
年
記
念
碑
が
建

て
ら
れ
た
。

（
８
月
６
日
付
）

▼
農
林
水
産
事
務
次
官

（
畜
産
局
長
）
長
井
俊
彦
▼

農
林
水
産
審
議
官
（
消
費
・

安
全
局
長
）
坂
勝
浩
▼
林
野

庁
長
官
（
林
野
庁
国
有
林
野

部
長
）
長
﨑
屋
圭
太
▼
消
費

・
安
全
局
長
（
大
臣
官
房
検

査
・
監
察
部
長
）
大
島
英
彦

▼
輸
出
・
国
際
局
長
（
農
産

局
農
産
政
策
部
長
）
山
口
潤

一
郎
▼
畜
産
局
長
（
林
野
庁

次
長
）
谷
村
栄
二

全
開
連
人
事

（
７
月
３１
日
付
）

退
職

▽
牧
野
展
也
｛
事

業
推
進
部（
兼
）ジ
ャ
パ
ン
ビ

ー
フ
農
協
出
向
｝
▽
田
中
雅

也
｛
東
日
本
支
所
東
京
事
業

所
長（
兼
）和
光
販
売
事
業
所

長（
兼
）ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農

協
出
向
｝

（
８
月
１
日
付
）

▽
事
業
推
進
部
部
長（
兼
）

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農
協
出
向

（
事
業
推
進
部
部
長
）
臼
井

靖
彦
▽
西
日
本
支
所
次
長

（
兼
）
福
岡
事
業
所
長
（
兼
）

北
九
州
販
売
事
業
所
長（
兼
）

長
崎
販
売
事
業
所
長
（
兼
）

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農
協
出
向

（
西
日
本
支
所
次
長
福
岡
事

業
所
）
中
村
洋
之
輔
▽
東
日

本
支
所
次
長
（
兼
）
東
京
事

業
所
長
（
兼
）
和
光
販
売
事

業
所
長
（
兼
）
ジ
ャ
パ
ン
ビ

ー
フ
農
協
出
向
｛
西
日
本
支

所
福
岡
事
業
所
長
（
兼
）
北

九
州
販
売
事
業
所
長
（
兼
）

長
崎
販
売
事
業
所
長
（
兼
）

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農
協
出

向
｝
神
野
農
▽
管
理
部
次
長

（
兼
）
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農

協
出
向
（
管
理
部
次
長
）
早

野
千
穂
▽
西
日
本
支
所
次
長

（
東
日
本
支
所
岩
手
事
業
所

長
）
石
川
友
也
▽
東
日
本
支

所
青
森
事
業
所
長
（
兼
）
岩

手
事
業
所
長
（
兼
）
十
和
田

販
売
事
業
所
長
（
兼
）
八
戸

販
売
事
業
所
長
（
兼
）
ジ
ャ

パ
ン
ビ
ー
フ
農
協
出
向
｛
東

日
本
支
所
青
森
事
業
所
長

（
兼
）
十
和
田
販
売
事
業
所

長
（
兼
）
八
戸
販
売
事
業
所

長
（
兼
）
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ

農
協
出
向
｝
山
﨑
悠
貴

９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

９
月

７
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会全

日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１７
日

薩
州
開
拓
農
協
通
常

総
会

農
業
生
産
資
材
価
格
指
数
が
１３０
超

満州から続く助け合いの精神

２６
年
６
月

農
業
物
価
指
数（
２０
年
を
基
準
）

群馬県北軽井沢・甘楽開拓

左から満州開拓記念碑、開拓者供養塔、甘楽入植３０年記念碑

日
本
食
人
気
で

農
産
物
輸
出
額
過
去
最
高

農
水
省

２６
年
上
半
期
農
林
水
産
物
輸
出
実
績

主
な
人
事
異
動
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２５
年
度
補
正
予
算
農
林
水

産
省
補
助
事
業
産
地
連
携
支

援
緊
急
対
策
事
業
「
産
地
連

携
支
援
緊
急
対
策
事
業
」
の

募
集
が
８
月
３１
日
か
ら
開
始

さ
れ
る
。
公
募
締
切
は
９
月

１６
日
１７
時
ま
で
だ
。
「
国
産

原
材
料
の
取
扱
量
を
増
や
す

た
め
、
製
造
設
備
を
導
入
し

た
い
」
「
生
産
者
や
産
地
と

連
携
し
て
、
新
商
品
を
開
発

し
た
い
」
と
い
っ
た
事
業
者

向
け
の
事
業
だ
。

産
地
を
支
援
す
る
「
取
組

Ａ
」
と
、
産
地
と
の
連
携
に

よ
る
国
産
食
品
原
材
料
の
取

扱
量
増
加
の
「
取
組
Ｂ
」
が

あ
り
、
補
助
率
は
１
／
２
以

内
。
補
助
金
上
限
は
１
件
当

た
り
２
億
円
だ
が
、
取
組
Ａ

と
Ｂ
併
せ
て
取
り
組
む
場
合

に
は
、
最
大
３
億
円
の
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

対
象
と
な
る
事
業
者
は
食

品
製
造
事
業
者
等
（
食
品
の

の
加
工
・
製
造
を
行
っ
て
い

る
事
業
者
、
又
は
と
も
に
事

業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る

者
）
で
、
食
肉
加
工
セ
ン
タ

ー
な
ど
も
対
象
。
同
セ
ン
タ

ー
が
長
年
食
肉
を
受
け
入
れ

て
き
た
生
産
者
Ａ
と
Ｂ
か
ら

の
取
扱
量
を
３
年
間
か
け
て

１０
％
増
や
す
、
と
い
っ
た
取

り
組
み
も
対
象
と
な
る
。
取

組
Ａ
・
取
組
Ｂ
の
内
容
は
、

図
１
・
２
の
と
お
り
。

応
募
の
要
件
と
し
て
、
連

携
先
の
産
地
（
生
産
者
等
）

等
を
記
載
し
て
申
請
時
に
提

出
す
る
産
地
連
携
計
画
及
び

食
料
シ
ス
テ
ム
法
計
画
認
定

制
度
の
安
定
取
引
関
係
確
立

事
業
活
動
計
画
の
認
定
又
は

認
定
の
見
込
み
が
必
要
。

不
明
な
点
等
は
同
事
業
事

務
局
（
０３
―
５
６
５
６
―
１

７
７
３
）
も
し
く
は
同
省
の

原
材
料
調
達
・
品
質
管
理
改

善
室
連
携
計
画
班
（
０３
―
６

７
３
８
―
６
１
６
６
）
へ
。

ゆ
う
き
青
森
農
協
は
７
月

２４
日
、
上
北
郡
七
戸
町
の
県

家
畜
市
場
で
、
第
１３
回
畜
産

共
進
会
を
開
催
し
た
。
肉
用

牛
の
部
と
乳
用
牛
の
部
の
２

部
門
で
審
査
が
行
わ
れ
た
。

肉
用
牛
の
部
に
は
黒
毛
和

種
若
雌
・
繁
殖
雌
計
２４
頭
、

乳
用
牛
の
部
に
は
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
未
経
産
牛
１４
頭
、
経

産
牛
１７
頭
、
合
計
５５
頭
が
出

品
さ
れ
、体
型
や
発
育
状
況
、

歩
い
た
時
の
姿
勢
な
ど
を
競

っ
た
。

審
査
の
結
果
、
肉
用
牛
の

部
で
は
浜
田
竹
美
さ
ん
（
東

北
町
）
の
出
品
牛
が
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
。

乳
用
牛
の
部
で
は
斗
米
伸
也

さ
ん
（
横
浜
町
）
の
出
品
牛

が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
輝
い
た
。

浜
田
さ
ん
は
初
め
て
、
斗

米
さ
ん
は
３
度
目
の
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
受
賞
と
な

っ
た
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
国
産
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
取
り

組
む
官
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、

２６
年
７
月
下
旬
か
ら
、
日
常

生
活
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
気
軽

に
プ
ラ
ス
す
る
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
「
ち
ょ
い
グ
ル

ト
」
の
提
案
を
開
始
し
た
。

「
ち
ょ
い
ち
ょ
い
、
い
い

こ
と
、ち
ょ
い
グ
ル
ト
」を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
合
言
葉
に
掲

げ
、
特
に
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

喫
食
機
会
が
少
な
い
と
さ
れ

る
若
年
層
を
中
心
に
、
現
代

人
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
多
忙
な
生
活
の
合
間
に

食
べ
ら
れ
る
、
ス
キ
マ
時
間

に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
「
生
活
適

合
食
品
」
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
定
着
を
目
指
し
て
い
く
。

▽
暑
さ
に
夏
グ
ル
ト

８
・
９
月
は
、
夏
季
向
け

訴
求
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て

「
暑
さ
に
ち
ょ
い
っ
と
、
夏

グ
ル
ト
」
を
設
定
。
汗
を
か

い
て
体
内
の
水
分
が
失
わ
れ

が
ち
な
暑
い
季
節
に
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
と
併
せ
て
、

乳
タ
ン
パ
ク
質
に
よ
る
体
内

の
「
水
分
保
持
」
の
た
め
、

暑
さ
対
策
の
新
習
慣
を
提
案

し
て
い
る
。

今
夏
の
主
な
実
施
予
定
施

策
は
、
①
テ
レ
ビ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
の
、若
年
層
向
け
の「
暑

さ
に
ち
ょ
い
っ
と
、
夏
グ
ル

ト
！
」
「
体
の
水
分
保
ち
た

い
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
る
新
Ｃ
Ｍ
の
配
信
、

②
「
夏
の
し
ん
ど
さ
」
に
関

す
る
情
報
を
集
め
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

バ
ナ
ー
の
配
信
③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
、
若
年

層
が
真
似
を
し
た
く
な
る
ビ

ジ
ュ
ア
ル
で
話
題
化
を
図
っ

た
「
フ
ロ
ー
ズ
ン
ヨ
ー
グ
ル

ト
」
や
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
か
き

氷
」
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
レ
シ

ピ
動
画
の
展
開
・
配
信
、
④

全
国
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
で
、
統
一
キ
ー
ビ
ジ

ュ
ア
ル
を
用
い
た
店
頭
Ｐ
Ｏ

Ｐ
を
用
い
た
店
頭
販
促
（
Ｐ

Ｏ
Ｐ
・
サ
イ
ネ
ー
ジ
）
の
展

開
、
⑤
「
ち
ょ
い
グ
ル
ト
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
概
要
や
、「
ヨ

ー
グ
ル
ト
の
ち
ょ
っ
と
い
い

こ
と
！
」
コ
ー
ナ
ー
、
Ｃ
Ｍ

や
レ
シ
ピ
動
画
な
ど
を
集
め

た
特
設
ペ
ー
ジ
の
開
設
―
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

同
企
画
を
は
じ
め
と
す
る

ヨ
ー
グ
ル
ト
摂
取
の
新
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
提
案
企
画
は
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
原
料
の
１
つ

で
あ
る
脱
脂
粉
乳
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
改
善
な
ど
酪
農
乳
業

界
全
体
の
課
題
解
決
に
つ
な

げ
る
た
め
、
２５
年
か
ら
推
進

さ
れ
て
い
る
。

昨
年
、
ニ
ュ
ー
ス
で
ヨ
ー

グ
ル
ト
が
熱
中
症
対
策
に
多

数
登
場
し
話
題
と
な
っ
た
。

積
極
的
に
摂
食
し
、
熱
中
症

を
予
防
し
た
い
。

農
水
省
は
６
月
９
日
、
２５

年
度
の
「
農
業
委
員
へ
の
女

性
の
参
画
状
況
」
を
公
表
し

た
。
女
性
農
業
委
員
の
登
用

は
増
加
が
続
い
て
い
る
。

全
国
の
女
性
農
業
委
員
は

３
４
０
０
人
で
、
前
年
か
ら

７７
人
増
。
全
農
業
委
員
（
２

万
２
９
３
３
人
）
に
占
め
る

割
合
は
１４
・
８
％
（
０
・
４

㌽
増
）
で
、
増
加
が
続
い
て

い
る
。

女
性
が
登
用
さ
れ
て
い
る

委
員
会
数
は
１
５
２
７
団

体
。
女
性
が
任
命
さ
れ
て
い

な
い
委
員
会
数
は
１
６
９

で
、
前
年
と
比
べ
て
９
減
少

し
た
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

女
性
の
割
合
が
高
い
県
を
み

る
と
、
最
も
割
合
が
高
い
の

は
栃
木
県
２３
・
３
％
（
０
・

８
㌽
増
）
、
次
い
で
宮
城
県

２１
・
８
％（
０
・
３
㌽
増
）、

岩
手
県
２１
・
０
％
（
０
・
６

㌽
増
）
の
順
。
一
方
、
割
合

が
低
い
の
は
山
梨
県
７
・
２

％
（
０
・
１
㌽
増
）
、
次
い

で
岡
山
県
７
・
８
％
（
０
・

３
㌽
増
）
、
愛
媛
県
９
・
７

％
（
０
・
３
㌽
増
）
の
順
だ

っ
た
。

な
お
、
第
６
次
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
（
２６
年
３
月

閣
議
決
定
）
の
成
果
目
標
は

表
の
と
お
り
で
、
目
標
を
達

成
し
て
い
る
市
区
町
村
（
農

業
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割

合
３０
％
）
は
、
１
２
４
団
体

だ
っ
た
。
う
ち
、
５
割
を
超

え
て
い
る
の
は
、
沖
縄
県
座

間
味
村
の
６６
・
７
％
、
島
根

県
川
本
町
の
６０
・
０
％
、
東

京
都
三
宅
村
及
び
長
野
県
宮

田
村
の
５０
・
０
％
な
ど
の
４

団
体
と
な
っ
て
い
る
。

夏
の
暑
さ
に
ち
ょ
い
グ
ル
ト

ゆうき青森農協畜産共進会

ヨ
ー
グ
ル
ト
で
水
分
保
持
習
慣
を

肉用牛 浜田竹美氏
乳用牛 斗米伸也氏

㊤肉用牛の部Gチャンピオン牛、㊦乳用牛の部Gチャンピオン牛（右）

Ｇチャンピオン

「暑さにちょいっと、夏グルト」のビジュアルイメージ
Ｊミルクの資料から

国
産
原
材
料
取
扱
量
増
加
等
を
支
援

産
地
連
携
支
援
緊
急
対
策
事
業

女
性
農
業
委
員
１４
・
８
％
に

２５
年
度
参
画
状
況
調
査
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東京農業大学などの研究グループ
は、強い毒を持つ侵略的外来種のドク
ニンジン（セリ科、以下同毒草）のみ
を食べる蛾を国内で初めて確認し、生
体情報や発生状況を明らかにした。
同毒草はヨーロッパ原産の植物で、
有毒アルカロイド物質を含み、古代ギ
リシアではソクラテスの毒殺に使われ
たとされている。世界各地に侵略的な
外来種として侵入しており、土壌への
毒の蓄積による農畜産業への被害や、
山菜のシャクとの誤認による中毒事故
が国内でも発生している。
「ドクニンジンヒラタマルハキバガ
（以下、同虫）」は、幼虫が同毒草の
みを食べる蛾で、同毒草の侵入に伴い、
同虫も世界各地で発見されている。１２

年、北海道で同毒草の駆除活動を行っ
た際、同毒草の葉を巻いた同虫が発見
された。幼虫は緑色で、年１回、北海
道では５～７月に発生する。同毒草の
葉を筒状に巻いて巣を作り、周囲の葉
・花・実を食べる。幼虫の数が多い株
では、葉を食べつくしたのちに茎の表
皮も食べる様子が確認された。
同虫は成虫期の長さや扁平な形状で
あることに加え、移動性が高くないこ

とから、輸入資材などの隙間に潜んで
移入し、国内の同毒草の群落で個体数
を増やしたとみられている。なお、同
虫の移入に伴う生態系などへの影響は
確認されていない。
研究グループによると、同虫が現在
確認されているのは北海道札幌市近郊
の５地点だが、同毒草は東京都、千葉
県、山梨県、三重県、岡山県など本州
の数県でも目撃されているため、同虫
が道外でも発見される可能性がある。
幼虫は同毒草のみを食べるため、本種

が見つかれば周辺に同毒草がある可能
性が高いため、未確認の同毒草を見つ
け出す目的での利用も考えられる。
また、海外では生物的防除剤として
導入された事例もあるが、自然下では
年１回の発生であることや、幼虫期間
も短いことから、あまり有効な防除剤
になっていないとされている。しかし、
これらの課題を解決できれば有効活用
できる可能性があり、応用研究での利
用が期待されている。

農水省は７月１０日、「日本茶（日本
国）」を新たに地理的表示（GI）とし
て登録した。日本全国を対象産地とし
た産品の登録は初めてとなる。今回の
登録で、日本国内のGI登録産品は１７０
産品となった。
地理的表示（GI）保護制度は、その
地域ならではの農林水産物・食品の名
称を、その地域における知的財産とし
て保護する仕組み。海外で茶製品の流
通量が増加する中、外国産の「宇治抹
茶」、「静岡煎茶」などの知的財産の
侵害が多く確認されていた。そこで日
本茶業中央会は、茶業の全国団体とし
て、日本産茶を包括する「日本茶」に
ついて、昨年より申請を行っていた。
今回の登録により、「日本茶」という
名称の不正使用に対し、国外（EU及び
英国）との相互保護や模倣品対策の充
実により、模倣品の排除や不正利用の
防止を可能とし、登録産品として日本
茶ブランドを保護できるようになる。
GIマーク（図）を産品に貼付するこ
とで、輸出先国のみならず国内でも、

本物の日本茶のGI 産品であることを
示すものとなり、他産品との差別化を
図ること（＝ブランド化）が可能とな
る。使用例として、包装、容器、広告、
レストランのメニュー、チラシ等、幅
広く使用することができる。具体例と
しては、日本茶と併せて宇治抹茶等の
地域名称や個社のブランド名称を商品
の容器包装等にセットで表記すること
で、日本茶全体の知的財産の保護と更
なる輸出拡大に繋がることが期待され
るとしている。
なお、「日本茶」におけるGIマーク
の使用にあたっては、同会への届け出
や同会の会員または子会員等の構成員
である必要がなるなどのルールがあ
り、無断使用はできないため、注意が
必要だ。

東京農工大学などの研究グループ
は、水田雑草タイヌビエが一度も使わ
れたことのない合成オーキシン系除草
剤に抵抗性を示す仕組みを解明した。
除草剤抵抗性雑草は大きな問題とな
っており、特に複数の除草剤に同時に
抵抗性を示す「多剤抵抗性雑草」の拡
大が深刻化している。グループは、多
剤抵抗性の主な要因の一つとして、「シ

トクロムＰ４５０（以下、同酵素群）」と
いう酵素が除草剤を解毒していること
を明らかにしてきた。
タイヌビエから特定された同酵素群
は複数の除草剤を分解できることは分
かっていたが、これまでに報告されて
いた除草剤とは性質や化学構造が大き
く異なる合成オーキシン系除草剤に対
しても、同じ酵素によって抵抗性がも

たらされているのかが不明だった。
米国カリフォルニア州では、ある除
草剤を繰り返し使用していた水田か
ら、その除草剤が効かないタイヌビエ
が見つかった。今回、このタイヌビエ
が、これまで使用されたことのない合
成オーキシン系除草剤に対しても抵抗
性を示すことを明らかにした。過去に
使用された別の除草剤に適応する過程
で獲得した分解能力が、将来導入され

る新しい除草剤も分解してしまう可能
性があることが分かったほか、除草剤
を分解する仕組みの一端も解明した。
複数の除草剤に抵抗性を獲得したタ
イヌビエが日本でも発見されている。
同グループは、今回得られた知見を基
に、分解による影響を受けにくい新規
除草剤の設計への応用など、国内で拡
大しつつある抵抗性雑草の防除に役立
てることが期待されるとしている。

土壌病害は、土壌中に生息する病原
菌によって植物が発病する病害の総称
だ。発病すると植物の生育が阻害され、
生育不良や枯死の原因となる。病原菌
は土壌中に長期間残存するため、感染
した植物が枯死した後も、次に植栽し
た作物が再び発病するなど、被害が長
期化する特徴がある。
一方で、従来の化学農薬を用いた土
壌消毒から、生産者が省力的・経済的
に取り組みやすい新たな防除対策への
転換や、環境負荷の少ない防除技術の
開発が求められている。
そこで、農研機構は他の微生物の生
存や増殖を抑制する性質を持つ「拮抗
細菌」を生産現場で探索した。その結
果、複数の土壌病害の発病を抑制でき

る拮抗細菌の新菌株「Ａ３株」を発見
した。複数の土壌病害を抑制できる拮
抗細菌の発見は世界初となる。
同機構の検証（苗の根をＡ３株の菌
液に浸した後、各病原菌に汚染された
土壌に定植）では、ブドウ根頭がんし
ゅ病、トマトかいよう病、トマト青枯
病の３種類の土壌病害に対し、発病個
体数を７３～８９％抑制する高い防除効果
が得られた。さらに、Ａ３株が土壌病害
だけでなく地上部から感染する病害に
対しても有効か検証（苗の葉にＡ３株
の菌液を散布後、各病原菌を接種）し
た結果、ハクサイ黒腐病、ハクサイ黒斑
細菌病の発病個体数が、６２％、６５％そ
れぞれ抑制されることが確認された。
同機構は、土壌病害に対して、苗の

根を培養菌液に浸すという単
純な処理方法で高い防除効果
を示したことから、Ａ３株は
土壌病害に対する有効な対策
として期待されるとしてい
る。今後は、発病を抑制する
仕組みを解明し、ほ場試験に
よる評価を行い、生物農薬と
しての実用化を目指すとして
いる。

外来種が外来種の毒草を防除
ドクニンジンを食べる蛾

幼虫に食
べつくさ
れたドク
ニンジン

幼虫

写真は全て東京農業大学の提供
成虫（♂）

複数の土壌病害発病を抑制「日本茶」を地理的表示GI 登録
世界初の拮抗細菌を発見模倣品対策に期待

Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク

図１ 農業生産現場で問題となる代表的な土壌
病害の症状

※各図の赤い矢印は発病部位・症状を示す 農研機構の資料からタイヌビエが未使用農薬にも抵抗性
別の除草剤への適応で獲得
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農研機構と北海道酪農検定検査
協会は「デノボ脂肪酸」が、乳牛
の受胎率と相関していることを発
見したと公表した。
エネルギー不足による不受胎が
懸念される牛を簡易に抽出できる
ほか、受胎しやすい牛への遺伝的
な改良にも活用が期待できる。
▽デノボ脂肪酸は、乳牛の栄養
・健康状態を反映して変動する。健康
と連動する他の乳中成分の指標はエネ
ルギー不足との関連性が複雑だが、乳
中脂肪酸組成（デノボ脂肪酸はこのう
ちの１つ）はエネルギー不足との関連
性や変化する理由が明確なため、乳用
牛のエネルギー不足をより正確に判別
できる指標として期待されている。
▽まず、分娩後初めて測定したデノ
ボ脂肪酸と初回授精受胎率の相関を調
べると、表のとおり相関があった。初
回検定（分娩後６２日以内）のデノボ脂
肪酸が低いグループは初回授精受胎率

が低いため、今後受胎しにくい牛を判
別する指標として利用できることが明
らかになった。
▽また、よりエネルギー不足に陥り
やすい分娩後早期（３５日以内）のデノ
ボ脂肪酸が低いと、分娩後９５日以内の
初回授精の受胎率が低かった。さらに、
初産後のデノボ脂肪酸割合と初回授精
受胎率には遺伝的な関連性が認められ
た。これにより、デノボ脂肪酸割合の
高い牛を選ぶことで、初回授精受胎率
の改良効果を高められる可能性が期待
できるとしている。

本紙７９９号で紹介した新たな消毒法
である「マイクロMIX法（以下、MIX
法）」は、（公社）畜産技術協会の竹原一
明氏が開発した、逆性石けん＋マイク
ロ水酸化カルシウム（食品添加物規格
かつ平均粒子径１０㎛の水酸化カルシウ
ム）を水に溶かした消毒薬を使った消
毒法で、同氏による様々な温度下での
実験による効果から、幅広いウイルス
や細菌への効果が期待されていた。
約２年の時を経て、「マイクロMIX
法の家畜伝染病等の病原体に対する消
毒効果」と題した講演会が７月６日に
開催され、広く世界的に問題になって
いる畜産のウイルスや細菌に対して、
継続検証の結果が報告された。
～「液相混和試験」と「キャリア試
験」を実施～
竹原氏は今回、マイクロMIX法に

より畜産現場での利用可能性を追求す
るため、畜産現場や通常の実験施設に
は病原体を持ち込めない「バイオセー
フティーレベル３（以下、レベル３）」
を含む病原体、❶口蹄疫ウイルス❷ラ
ンピースキン病ウイルス❸高病原性鳥
インフルエンザウイルス❹豚繁殖・呼
吸障害症候群（PRRS）ウイルス❺炭疽
菌芽胞の５種類について、病原体と消
毒液と反応停止液を用いる「液相混和
試験｛病原体に有機物（牛胎児血清）
を添加（以下、「液体法」）｝」と、

病原体をプラスチック板に塗って消毒
液を滴下する「キャリア試験」の２つ
の方法を用いて、試験を国内でレベル
３の病原体を扱うことができる農研機
構動物衛生研究部門（以下、動衛研）
に委託し、実験を行った。
❶口蹄疫ウイルスは、キャリア試験
は実施できなかったが、室温・低温い
ずれにおいても１分以内に不活化され
た。❷ランピースキン病ウイルスは、
室温・低温いずれにおいても液体法・
キャリア試験ともに、５分以内に検出
限界までウイルスが不活化された。❸
高病原性鳥インフルエンザウイルス
は、室温で３分間で１０００分の１以上不
活化された。また、４℃でも１時間で
１０００分の１以上不活化された。一方、
キャリア試験では室温・４℃いずれも
１時間で不活化されなかった。
❹豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス
は、室温条件下で０．２％マイクロ水酸化
カルシウム単独溶液と混和したとこ
ろ、１分以内にウイルス感染価が１０００
分の１以下にまで低下した。❺炭疽菌
芽胞については、夏を想定した３０℃環
境下で有機物添加無しの状態の７２時間
の試験でようやく１０００分の１以下にな
ったが、冬を想定した４℃環境では効
果がみられなかった。
～コクシジウムへの効果～
次に、北里大学との共同研究でコク

シジウムオーシスト（原虫卵）への効
果を①オルソ剤を水で１００倍希釈②オ
ルソ剤を０．２％マイクロ水酸化カルシ
ウムで１００倍希釈③オルソ剤をマイク
ロ MIX 混合液で１００倍希釈④マイク
ロMIX混合液の４つの消毒液で試し
た。オルソ剤単体では、１０分経過後、
３０分経過後で共に３０％程度しかオーシ
ストが減少せず、マイクロMIX混合
液でオルソ剤を１００倍希釈した消毒液
では、１０分感作で８７％、３０分感作では
９３％、６０分感作では９９．７％が破壊され
た。オルソ剤を加えないMIX法のみ
ではオーシストの破壊は認められず、
オルソ剤とMIX法で破壊に対しての
�相乗効果�が認められ、この結果は
Avian Diseases に掲載されている。
～動噴での使用について～
１年以上MIX法を豚舎で実施して

いる家畜改良センター宮崎牧場による
と、動力噴霧器の場合は、当初心配さ
れたノズルへのマイクロ水酸化カルシ
ウムの詰まりは今のところないが、使

用後は入念に洗浄し、水酸化カルシウ
ムを洗い落とすことが重要となる。車
両消毒においても、動力噴霧器を用い
ての消毒で、特に問題は起きていない
とのことだ。
同牧場で使用したマイクロ水酸化カ
ルシウムのコストは水１００Ｌ当たりの
添加量２００ｇで８１．４円で、この価格で逆
性石けんの消毒効果を強化できるので
あればコストパフォーマンスは良いと
同センターは評価している。

牛・豚などのふん尿のほか、食
品残さ、有機汚泥、紙、草などを
同時にメタン発酵させることがで
きることで、中小規模の酪農場や
養豚農場で導入可能なバイオガス
発電機を開発した、豊橋技術科学
大学の認定ベンチャーである、㈱
豊橋バイオマスソリューションズ
の技術を紹介する。
～自牧場のふん尿を資源に～
この方法は、図のように、畜産
排せつ物を原料として取り扱え
る。そのほか、現行法では地域自
治体との交渉が必要となるが、食品工
場などの廃棄物や、下水汚泥や紙、草
刈りの後の雑草などを、混ぜた状態で
一緒にメタン発酵させることができ
る。発酵によって出るバイオガスで発
電し、消化液（発酵後液状残さ）はバイ
オ液肥として利用することができる。
また、利用しきれなかった液体は、
排水処理設備で河川に放出できるレベ
ルまで処理することができる。
敷料のおが粉などは問題がない一

方、「リグニン」が含まれる固い木は、
機械の故障に繋がるため投入を避ける
必要がある。その他、発酵により危険
な気体である硫化水素が発生する「硫
化アリル」を含むタマネギ・ニラ等も
投入は薦めないとのことだ。
～食品未利用資源を原料としたメタ
ン発酵助剤も活用～
同社らの取り組みとして、食品廃棄
物を乳酸発酵し製造した発酵助剤は、
ふん尿のメタン発酵に足すことで売電

量を増加させることができている。こ
れにより、事業性を向上させている。
なお、発電所を動かすエネルギーは
投入するバイオガスと排熱で賄うこと
が可能であるため、別途のエネルギー
は必要ないとのことだ。現在、近隣に
牧草地がない地域の養豚農場では、ス
ーパーの食品残さから発電しつつ養液
液肥もトマト栽培に利用し、同スーパ
ーでそのトマトを栽培する取り組みを
行っているそうだ。
発電だけに着目すると、FIT 制度

（「再生可能エネルギーの固定価格買
取制度」、コストの高い再生可能エネ
ルギーの導入を支えるためのもの）の
買取期間は２０年となっており、プラン
トの建築資材等の価格が導入当初より
高騰している厳しい状況だが、牛や豚
を守り生活を守るための選択肢の１つ
として、国だけでなく県や自治体の補
助金を活用し、選択肢として検討する
価値があると考えられる。

バイオガス発電設備乳中脂肪酸組成が受胎率に相関
農場に合ったサイズでふん尿を有効処理「デノボ脂肪酸」チェックで簡易判定

図 中小規模でのバイオガス発電のイメージ

㈱豊橋バイオマスソリューションズの資料から

「マイクロMIX法」のその後
様々な病原体に効果
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今月号より、全開連が発行したマニ
ュアルである「交雑種牛飼養管理の要
点―商品価値の高い枝肉に仕上げるに
は」の内容を複数回に分けて紹介する。

〈はじめに〉

開拓牛生産事業は、開拓農協組織再
編の中、６７年に始まった。酪農の副産
物であり、当時は価値が低かった乳用
種雄子牛を去勢して、配合飼料で肥育
し、国民の食料増産の一翼を担って６０
年の節目を迎える。近年、子牛の生産
基盤は縮小傾向にあり、飼養品種は乳
用種が減少し、乳交雑種や黒毛和種へ

の飼養品種の切り替えが進み、経営形
態も多様化してきた。
紹介するマニュアルは、飼養期間短
縮による温室効果ガス削減対策と、品
種改良に即した商品価値をこれまで以
上に高め、流通・消費者のニーズに合
った開拓交雑種牛を生産し、安定的な
販売を通じて経営改善を図るために、
生産者が行うべき基本的かつ具体的な
手法について記述している。
このような時期だからこそ、日頃の
飼養管理を再点検し、資産を増加させ
る経営戦略の一つに役立てたい。
なお、交雑種肥育における生産目標

は、経営規模や地域の現状、生産形態
・販売方法によって全国一律にできる
ものではなく、それぞれの経営に応じ
た目標を立てて管理することが重要と
なる。

〈重点ポイント〉

交雑種肥育は、産肉生理理論に基づ
いて乳交雑種の特性を活かし、枝肉重
量を確保しながら、その牛の能力を十
分に引き出した、付加価値の高い牛肉
を生産することが目標である。それに
伴い、マニュアルでは図１の項目に重
点を置いている。
また、マニュアルでは、発育ステー
ジを以下のように分けている。

①哺育期：生後３ヵ月齢まで
②育成期：４～８ヵ月齢まで
③肥育前期：９～１５ヵ月齢まで
④肥育中期：１６～２１ヵ月齢まで
⑤肥育後期：２２ヵ月齢～出荷まで

〈産肉生理理論〉

牛の体は、脳⇒骨⇒筋肉⇒脂肪の順
に発育する（図２）。栄養は、脳や頭
のように早い時期に発達する部分に優
先的に送られる。そのため、初期段階
で栄養不足になった場合、次に発育す
る骨には栄養が行き渡らない。筋肉や
脂肪など発育時期が遅い組織ほど、栄
養不足による影響は大きくなる。
肥育の体構成（枝肉中の骨・筋肉・
脂肪の割合）は、肥育パターン（増体
のさせ方）によって異なる。胃袋等の
内臓が最も発育する時期は、８ヵ月齢
をピークに１３ヵ月齢までと言われてい
る。

農水省は７月２８日、畜産統計（２６年
２月１日現在）を公表した。それによ
ると、乳用牛、肉用牛、豚ともに前年
に引き続き、飼養頭数、飼養戸数のい
ずれも減少している。

〈乳用牛〉
全国の飼養戸数は１万８００戸で、前年
に比べ５００戸（４．４％）減少した。飼養
頭数は１２８万６０００頭で、７０００頭（０．５％）
減少した。１戸当たり飼養頭数は４．７頭
（４．１％）増え、１１９．１頭となった。飼養
頭数の内訳をみると、経産牛は８０万
７０００頭で１万３１００頭（１．６％）減少、未

経産牛は４７万８８００頭で６０００頭（１．３％）
増加した。
成畜（満２歳以上の牛及び２歳未満
のうち、すでに分娩経験のある牛）飼
養頭数規模別にみると、飼養戸数は
「２００頭以上」の階層で増加したが、こ
れ以外の階層では減少した。飼養頭数
は、「１～１９頭」、「５０～７９頭」及び
「２００頭以上」の層で増加したが、それ

以外の層では減少した。規模別の構成
比は、「２００頭以上」の層が飼養戸数で
は６．６％、飼養頭数では３４％を占めてい
る。

〈肉用牛〉
全国の飼養戸数は３万１８００戸で、前
年に比べ２２００戸（６．５％）減少した。飼
養頭数は２４７万３０００頭で、１２万２０００頭
（４．７％）減少した。１戸当たり飼養頭
数は１．５頭（２％）増え、７７．８頭となっ
た。
飼養頭数の内訳をみると、肉用種は

１７５万５０００頭で９万６０００頭減少し、この
うち、子取り用めす牛は５７万５５００頭で
３万５９００頭（５．９％）減少した。乳用種
は７１万７６００頭で２万６２００頭（３．５％）減
少した。
乳用種のうちホルスタイン種他は１７
万７４００頭で７０００頭（３．８％）減少し、交
雑種は５４万３００頭で１万９１００頭（３．４％）

減少した。
総飼養頭数規模別にみると、飼養戸
数及び飼養頭数は、いずれもすべての
層で減少した。規模別の構成比は、「５００
頭以上」の層が飼養戸数では２．４％だ
が、飼養頭数では４５．９％と半数近くを
占めている。

〈豚〉
全国の飼養戸数は２８８０戸で、前年に
比べ２５０戸（８％）減少した。飼養頭数
は８７５万６０００頭で、前回より４万２０００頭
（０．５％）減少した。１戸当たり飼養頭
数は２２９．４頭（８．２％）増え、３０４０．３頭と
なった。
飼養頭数の内訳をみると、子取り用
めす豚は７４万３３００頭で１万５０００頭
（２％）減少し、肥育豚は７３０万９０００頭
で５万３０００頭（０．７％）減少した。
飼養頭数規模別にみると、飼養頭数
は「１～９９頭」、「５００～９９９頭」の層で
減少したが、それ以外は増加した。規
模別の構成比は、「２０００頭以上」の層
が飼養戸数では３１．９％、飼養頭数では
７６．２％となっている。

農畜産業振興機構は８月７日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２６年６月分、確定値）
を公表した。
肉専用種（兵庫県のみ）で標準的販
売価格が標準的生産費を下回ったた
め、交付が行われる。交雑種および乳

用種は発動しなかった。
２品種ともに発動がなかったのは

１６年（平成２８年）６月分以来であり、
１０年ぶりにともに発動がなかったこ
とになる。
交雑種・乳用種ともに販売価格が
高い水準を保っており、標準的生産
費を交雑種は大幅に、乳用種はわず
かに上回ったことで発動はなかっ
た。

全開連全開連
交雑種牛
飼養管理の要点1
交雑種牛
飼養管理の要点1
―商品価値の高い枝肉に仕上げるには――商品価値の高い枝肉に仕上げるには―

図２ 各組織の発育時期

牛、豚ともに飼養戸数・頭数が減少
２６年畜産統計

１０年ぶりに乳・交雑発動なし
牛マルキン６月分
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ふ じ が ね

山梨県富士河口湖町の富士ヶ嶺開拓
地は８月１１日、「第４９回富士ヶ嶺開拓
祭」を開催した。同地区は富士山の北
西麓で、本栖湖との間に位置する。
初めに、開拓碑と畜魂碑で神事が行
われ、渡辺町長、クレイン農協（旧富
士豊茂農協）藤波組合長等、多くの来
賓が出席した。
続いて地元の子どもたちが神輿を担
ぎ、霊峰富士山に向かって練り歩いた。
午後からは、同じ町の中学校出身の
びゃくだ ん

「白檀」による和太鼓演奏が行われ、
富士ヶ嶺地区の子どもたちも参加して
迫力ある演奏となった。

その後、乳飲料の早飲み大会や、マ
スのつかみ取りなど、様々なイベント
が催され、子どもも大人も楽しめる祭
りとなっていた。また、焼きそばやか
き氷などの出店も、自らで運営してい
た。
この行事を末永く続けていくため

に、昨年からクラウドファンディング
を立ち上げ、支援を募ることとした。
富士ヶ嶺区長の市川光明氏は「先人
から受け継いだ開拓精神と地域の絆
を、より良い形にして次の世代に繋い
でいきたい」と話してくれた。同開拓
祭は、来年５０周年記念を迎える。

夏休み明け、動
きは鈍いが弱も
ちあいまでか

７月の相場は盆前需要で堅調な動き
となった。夏休みが過ぎると動きは鈍
くなるが、乳用種・Ｆ₁は弱もちあいか。
【乳去勢】７月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１３２２円（前年同月比１０７％）
となり、前月より２５円下がった。
８月に入り、Ｂ２で１３００円を切る動
きになってきた。出荷頭数は前年より
やや増える予測なので、弱もちあいで
の推移となりそう。
【Ｆ₁去勢】７月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
４が１９４５円（同１１１％）、Ｂ３が１８８５円
（同１１６％）、Ｂ２が１８２８円（同１２３％）だ
った。前月に比べ、Ｂ４が１００円、Ｂ３が
７０円、Ｂ２が７３円、それぞれ上昇した。

８月に入ると、Ｂ４で２０００円前後の
推移となったが、お盆を過ぎれば動き
は弱まるが、１９００円台は維持できるか。
【和去勢】７月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ５が
２６６４円（同１０８％）、Ａ４が２４６２円（同
１１３％）、Ａ３が２３６７円（同１１７％）だっ
た。前月に比べ、Ａ５が２０円、Ａ４が
１０円、Ａ３は１円ともに上がった。
８月になると、Ａ４で２５００円前後の
相場となってきたが、こちらもお盆を
過ぎると動きは鈍くなってくる。頭数
の減少は続くが、やや弱含みの展開か。
【出荷頭数】８月の出荷頭数は、和
牛３万５６００頭（同９４％）、交雑種１万
８２００頭（同９６％）、乳用種２万２０００頭
（同１０３％）と、乳用種以外は減少傾向
となっている。
【輸入量】農畜産業振興機構は８月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で３万

９１００ｔ（同９１％）と予測。内訳は、冷
蔵品１万４８００ｔ（同９９％）、冷凍品が
２万４３００ｔ（同８６％）。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１２５０
～１３５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１８５０～１９５０
円、同Ｂ３は１８００～１９００円、同Ｂ２が
１７５０～１８５０円、和牛去勢Ａ５が２５５０～
２６５０円、同Ａ４が２３５０～２４５０円、同Ａ３
が２２５０～２３５０円での推移か。

猛暑による頭数
減が、相場に影
響を与えるか

７月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物７３０円（前年同月比
８４％）、中物は７０６円（同９６％）となっ
た。前月に比べ上物が６２円、中物は５７
円ともに上がった。
前年７月の９００円超えという相場高

騰とはならなかったが、それでも上・
中ともに７００円台はキープしている。
８月に入り、例年相場は下降傾向と
なるが、猛暑による頭数減は相場に影

響が出そう。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
８月は１０８万頭（前年
同月比９２％）と、か
なり減少する予測と
なっている。今年の
夏も猛暑が予想され
ることから、出荷頭
数のさらなる減少も
示唆される。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、８月の輸入量は

総量で８万６６００ｔ（同１１７％）と、かな
り増加する見込み。内訳は、冷蔵品３
万６２００ｔ（同１１９％）、冷凍品５万４００ｔ
（同１１５％）。輸入豚肉の需要が堅調と
なり、スペイン産の代替えでブラジル
などからの輸入増加が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、頭数減でもちあいが
予想される。上物が６５０～７５０円、中物
も６５０～７５０円での推移か。

Ｆ₁スモール相
場の地域差が広
がってきた

【スモール】７月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１０万６５１６円（前年同
月比１２８％）、Ｆ₁（雄雌含む）は２２万３３６４
円（同９３％）で、前月に比べ、乳雄は
５万８４７０円、Ｆ₁も７万２２５５円ともに急
落した。
Ｆ₁相場の地域格差が顕著で、北海道
では、相場の高騰により肉牛農家が買
い控えに入ってきて２０万円を切る市場
が多くなってきたが、熊本ではまだ４０
万円前後の動きが続いている。
【乳素牛】７月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の

取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２８万１円（同１２８％）、Ｆ₁去勢は４９万
２０３３円（同１１６％）だった。前月に比べ
乳去勢は１万９５８９円上がり、Ｆ₁去勢は
１万２６６１円下がった。
Ｆ₁去勢は、枝肉相場が堅調に推移し
ているので子牛の引き合いは強い。ス
モール価格が高騰している時期の子牛
となってくるので、今後も強もちあい
が予想される。
【和子牛】７月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
８８万７９２０円（同１２７％）で、前月より４１２９
円下がった。
価格高騰のピークは過ぎたようだ

が、上場頭数が少ない状況は続いてお
り、今後も急落する可能性は低いと思
われる。弱もちあいでの推移となるか。
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